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LEED
(Leadership in Energy & Environmental Design)

＝
米国の環境性能評価システム

米国発、世界で標準化が進む
建築物の環境性能評価システム

↓
世界共通で透明性をもって使える
建築物の環境性能評価システム



LEEDが日本へ
• キーメッセージ

• LEEDは各国や地域の事情・特性を取り入れ
ることができる

• コンセプトや達成すべき基準の意図を残しな
がら、日本流に使いやすくしていくことがで
きる

• 「日本語による資格試験」と
「屋内禁煙日本ルール」は、
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LEEDの評判
�LEEDは聞いているが情報が少なくて分からない

• ⽇本のものとどこが違うのかわからない︖

�日本は日本でいい
• ⽇本の建物の方が優れている
• ⽇本では⽇本にあったやり方がある
• どうして米国・世界と比べる必要があるのか︖

�日本ではすでに義務化されているものもある
• 共通化できないのか︖ 違いは何︖
• 確認申請時CASBEE-新築（簡易版）、省エネ法届出 など
• 各種届出義務が多く、さらにLEEDは負担が多い

�結局LEEDを取ることでどんなメリットがあるの
か分からない



GBJの活動
� LEEDは聞いているが情報が少なくて分からない

• 日本語化 – 日本以外でも主要言語に展開中
• セミナーやシンポジウムの開催 – GBJ 独自
• セミナーのビデオライブラリー – GBJ 独自

�⽇本は⽇本でいい
• 日本が優れているからこそ世界標準の物差しをあてて⾒ては︖
• 日本だけが本当に特別︖ 世界的にレベルを上げる貢献︖
• 省エネ性能だけではない、健康や快適・安全性

�⽇本ではすでに義務化されているものもある
• 日本の既存の各種評価・シミレーション方法をLEEDに組み入れ

る働きかけが出来る

� LEEDを取るとどんなメリットがあるのか分からない
• メリットがあると判断されるプロジェクトから
• 結果を世界に同じ言語で発信・共有
• CSR（企業の社会的環境責任）が必須になる中で一つのツール



LEEDの普及
�世界的に急拡⼤した理由

• ユーザー目線でわかりやすい
• 押し付けでない
• 全員が参加者
• 共通のルールで透明性のある評価
• 柔軟性
• 国や地域を超えた比較ができる

�登録数︓約72,000 / 認証数︓約30,000
�150か国で利⽤
�多くの地方自治体(米国の場合）や企業が利⽤



グリーンビルディングジャパン（GBJ)

�一般社団法人
�USGBC/GBCIとBusiness Agreement
�会員制度/会員数
�運営委員会



本日プログラムの変更

開会の挨拶 GBJ運営委員LEED普及委員
本田 広昭

主催者挨拶 GBJ共同代表理事
浦島 茂

LEED早分かりセミナー
グリーンビルディング市場を取り巻く
世界の状況とLEED

GBJ共同代表理事
平松 宏城

基調講演
LEEDが乗り越えようとしているもの
「各国システムとの協調⾏動」

米国グリーンビルディング協会

ジェーン ヘンリー

屋内禁煙⽇本ルール GBJ運営委員テクニカルWG
奥田 知康

⽇本語による資格試験 GBJ運営委員コンテンツWG
今井 康博

Q&A



www.gbj.or.jp


